
これまでの基本政策ＷＧ
における議論の概要

事務局

平成１６年６月１０日

資料１－１



2

Ⅴ． u-Japan政策への道筋

Ⅰ．u-Japanとは

中間とりまとめの全体像

• 課題
• ＩＣＴへの期待
• ｕ－Ｊａｐａｎとは

Ⅵ．道筋① 生活者のニーズを基盤としてソリューションを明確化

安全・安心に関わるテーマ・課題に強い生活者ニーズが存在

緊急時の安
全・安心

医療の安全
・安心

食の安全・
安心

環境の安
全・安心

生活のゆと
り

公活動へ
の参加

モビリティ
の向上

人材の活
性化

文化・芸術
の活力の
発揮

流通の高
度化

・ 生活における「結」 ・ 社会における「優」 ・ 経済における「湧」

道筋②
道筋③

３つの道筋を中心に検討を深め政策パッケージを策定

道筋④

・ 結びつきが強くなる

・ 利用者・利活用の視点の重視
・ 不断の見直し等による政策の実効性の確保
・ 中長期的・総合的視点に立った政策の樹立

‧ ユニバーサル性を確保すること
‧ 次世代のＩＣＴ基盤の早期の確立を図ること
‧ 利用者が安心できるＩＣＴ利活用環境を整備すること
‧ 市場の活性化を図ること
‧ 国際的な取組を強化すること

・ 人に優しい

・ 活力が湧き上がる

Ⅲ． これからのあるべき政策の姿

Ⅳ． ＩＣＴ政策の基本的方向性Ⅱ．u-Japanの理念


